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１．概要
　今年、世界保健機関（ＷＨＯ）西太平洋地域事務局が『日本が麻しんの排除状態にあることを認定し
た』と発表した。これは、2007年（平成19年）に厚生労働省が告示した『麻しんに関する特定感染症予
防方針』で、2015年までに麻しんを排除するという目標を達成したことを意味した。当院では感染症管
理センターが中心となり体制整備を行った。麻しんを疑う患者を診察した医師等にウイルス検査のため
の検体採取や発生届の全数提出を依頼した。地域では医師会や保健所が予防接種の勧奨やその実施を積
極的に行った。排除認定はこれらに関わった多くの人々の協力が身を結んだ結果である。
　今年、中東及び韓国で流行した中東呼吸器症候群（MERS：Middle East respiratory Syndrome）が
二類感染症に、南米を中心に流行が報じられたジカウイルス感染症が四類感染症にそれぞれ規定された
ため診療態勢を構築した。市内ではウイルス性と思われる感染性胃腸炎の流行を確認した。

（センター長　浦野　文博）
（文責　高橋　一嘉）

２．活動報告
●感染症発生動向調査
①全数報告 （件）

類型 疾患名 2015年度 2014年度 2013年度
二類 結核 37 42 29

三類
細菌性赤痢 0 0 0
腸管出血性大腸菌感染症 3 3 2
パラチフス 0 0 1

四類

A 型肝炎 1 1 0
つつが虫病 0 0 1
デング熱 1 1 0
マラリア 0 0 1
レジオネラ症 8 3 1

五類

アメーバ赤痢 2 0 0
ウイルス性肝炎（Ｅ型肝炎及びＡ型肝炎を除く） 0 1 0
カルバペネム耐性腸内細菌科細菌感染症 0 1 0
急性脳炎 0 1 2
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 0 0
クロイツフェルト・ヤコブ病 1 0 0
後天性免疫不全症候群 3 2 0
侵襲性髄膜炎感染症 0 1 0
侵襲性肺炎球菌感染症 0 4 2
梅毒 0 1 0
破傷風 0 0 0
風しん 0 1 6
麻しん 2 0 2
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②小児科定点報告 （件）
疾患名 2015年度 2014年度 2013年度

週報

ＲＳウイルス 192 108 108
咽頭結膜熱 0 1 0
Ａ群溶血性 レンサ球菌咽頭炎 26 20 24
感染性胃腸炎 770 176 257
水痘 8 13 16
手足口病 15 2 16
伝染性紅斑 10 0 0
突発性発疹 11 2 3
百日咳 12 2 4
ヘルパンギーナ 23 18 14
流行性耳下腺炎 48 2 4

③基幹定点報告 （件）
疾患名 2015年度 2014年度 2013年度

週報

細菌性髄膜炎 7 2 7
無菌性髄膜炎 2 1 1
マイコプラズマ肺炎 28 29 185
クラミジア肺炎 0 0 0
感染性胃腸炎（ロタウイルス） 21 8 0

月報

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症 182 195 196
ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 0 1 0
薬剤耐性緑膿菌感染症 1 0 1
薬剤耐性アシネトバクター感染症 0 0 0

④インフルエンザ定点報告 （件）
疾患名 2015年度 2014年度 2013年度

週報 インフルエンザ 486 916 526

⑤インフルエンザによる入院患者報告 （件）
疾患名 2015年度 2014年度 2013年度

週報 インフルエンザ（入院患者） 77 115 83

⑥職員の感染曝露 （件）
2015年度 2014年度 2013年度

針刺し・切創（EPI-Net　A） 58 54 48
皮膚・粘膜汚染（EPI-Net　B） 5 6 12
院内結核曝露 4 3 6

⑦職員健康外来 （件）
2015年度 2014年度 2013年度

延べ受診者数 136 136 199
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